
 
第
三
節 

年
の
祝
い 

 

一 

年
の
祝
い 

 
 

柏
常
秋
氏
は
そ
の
著
「
沖
永
良
部
島
民
俗
誌
」
で
「
年
の
祝
」 

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 

年
の
祝
に
つ
い
て 

 
 

〔
三
日
正
月
〕
正
月
の
第
三
日
目
を
「
三
日
正
月
」
と
い
い 

 

今
は
「
年
の
祝
」
の
行
わ
れ
る
日
で
あ
る
。
年
の
祝
は
、
生
れ 

 

た
年
の
十
二
支

え

と

が
十
二
年
を
周
期
と
し
て
繰
返
さ
れ
る
毎
に
行 

 

わ
れ
る
賀
宴
で
、
当
人
の
息
災
と
長
寿
と
を
祈
る
、
一
種
の
誕 

 

生
祝
で
あ
る
。
数
え
年
十
三
・
二
十
五
・
三
十
七
・
四
十
九
・ 

 

六
十
一
・
七
十
三
・
八
十
五
に
達
し
た
時
に
行
わ
れ
る
。
し
か 

 

し
四
十
九
以
下
は
家
族
だ
け
の
内
祝
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
六
十 

 

一
以
上
は
大
客
を
招
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
年
齢
に
達
し
た
者 

 

に
は
、
老
幼
の
別
な
く
、
必
ず
生
れ
年
着
物
と
称
す
る
晴
着
が 

      

る
点
は
、
客
に
冷
酒
を
進
め
る
際
に
上
げ
る
干
物
の
代
り
に
、 

当
人
の
白
髪
数
本
を
入
れ
た
白
布
の
袋
を
用
い
る
こ
と
だ
け
で 

あ
っ
た
。 

二 

年
の
祝
い 

沖
縄
県
史
は
そ
の
第
五
章 

一
生
の
儀
礼 

第
二
節 

厄
年
・ 

年
祝
の
中
で
「
年
の
祝
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

(一)

年
の
祝
い
を
意
味
す
る
方
言 

 
 
 

沖
縄
で
は
年
祝
の
こ
と
を
、
ト
ウ
シ
ビ
ー
と
い
う
。
お
祝 

 
 

い
の
方
言
、
ユ
ー
ウ
ェ
ー
を
つ
け
て
、
ト
ウ
シ
ビ
ー
ユ
ー 

 
 

ウ
ェ
ー
と
正
確
に
は
言
う
。
訛
音
の
地
方
差
は
あ
る
が
、
だ 

 
 

い
た
い
そ
の
系
統
の
語
で
あ
る
。 

 
 
 

と
こ
ろ
で
ト
シ
ビ
ー
と
言
う
言
葉
は
沖
縄
だ
け
で
な
く
、 

 
 

奄
美
大
島
、
遠
く
は
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
串
本
町
に
も
あ
る 

 
 

と
い
う
報
告
が
出
て
い
る
。（「
総
合
日
本
民
俗
語
彙
」） 

 
 
 

奄
美
大
島
や
沖
縄
で
は
ト
シ
ビ
祝
い
は
二
種
類
あ
る
よ
う 

 
 

だ
。
一
つ
は
正
月
元
旦
か
ら
十
二
日
ま
で
の
間
に
家
族
全
体 

 
 

が
自
分
の
生
ま
れ
た
年
の
干
支
（
え
と
）
に
当
る
日
を
ト
シ 

 
 

ビ
と
言
い
祝
い
の
気
持
で
内
輪
の
祝
い
を
す
る
。
例
え
ば
、 

与
え
ら
れ
る
が
、
六
十
一
以
上
の
適
齢
に
達
し
た
者
に
対
し
て 

は
、
縁
故
者
よ
り
も
衣
類
そ
の
他
の
贈
物
を
す
る
の
が
慣
例
で 

あ
る
。 

 

当
日
、
午
前
中
に
家
族
近
親
だ
け
の
内
祝
を
行
い
、
午
後
は 

招
待
客
を
交
え
て
再
開
さ
れ
る
。
当
人
は
数
人
の
介
添
と
共
に 

床
の
間
を
背
に
し
て
着
坐
す
る
と
、
客
人
は
一
人
一
人
当
人
の 

前
に
出
て
慶
祝
の
挨
拶
を
述
べ
、
冷
酒
と
干
物
を
戴
く
。
酒 

宴
は
他
の
場
合
と
異
な
る
こ
と
な
く
歌
舞
の
演
ぜ
ら
れ
る
こ
と 

も
勿
論
で
あ
る
。 

 

こ
の
祝
は
、
古
く
は
正
月
二
日
よ
り
十
三
日
に
至
る
間
に
於 

て
、
生
れ
た
年
と
同
じ
十
二
支
の
日
に
行
わ
れ
る
慣
例
で
あ
っ 

た
が
、
農
耕
上
・
経
済
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
毎
年
正
月
三
日 

に
一
定
さ
れ
た
の
は
明
治
中
期
で
あ
っ
た
。 

 

年
の
祝
と
同
一
趣
旨
の
も
の
に
、
年
日
祝
と
米
寿
祝
と
が
あ 

る
。
前
者
は
、
元
旦
よ
り
十
二
日
ま
で
の
間
に
於
て
、
家
族
各 

人
毎
に
、
そ
の
生
年
と
同
じ
十
二
支
の
日
に
内
祝
を
行
う
こ
と 

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
明
治
末
期
に
は
全
く
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。 

後
者
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
八
十
八
歳
に
達
し
た
年
の
八
月
八 

日
に
行
わ
れ
る
。「
龕が

ん

の
祝
」
と
も
称
せ
ら
れ
た
。
年
の
祝
に 

一
段
と
輪
を
か
け
て
大
規
模
に
行
わ
れ
る
が
、
年
の
祝
と
異
な 

      

辰
年
生
ま
れ
の
も
の
な
ら
、
そ
の
年
の
旧
正
月
十
二
日
が
辰 

の
日
に
な
る
の
で
、
旧
正
月
十
二
日
を
ト
シ
ビ
ー
の
日
と
し 

て
祝
う
と
言
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
那
覇
の
泊
で
は
、
そ
の 

ト
シ
ビ
ー
を
マ
ド
ゥ
ト
シ
ビ
ー
と
い
っ
て
、
も
う
一
つ
の 

ト
ゥ
シ
ビ
ー
と
は
区
別
し
た
。
沖
縄
方
言
の
マ
ド
ウ
に
は
平 

素
ふ
だ
ん
と
い
う
意
味
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
毎
年
祝
う
ト 

シ
ビ
ー
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。 

 

も
う
一
つ
の
ト
シ
ビ
ー
が
、
わ
れ
わ
れ
が
問
題
と
す
る
ト 

シ
ビ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
い
う
と
、
十
三
歳
・
二 

十
五
歳
・
三
十
七
歳
・
四
十
九
歳
・
六
十
一
歳
・
七
十
三 

歳
・
八
十
五
歳
・
九
十
七
歳
を
ト
シ
ビ
ー
の
年
と
し
て
祝
う 

風
習
で
あ
る
。
前
記
那
覇
泊
の
マ
ド
ゥ
ト
シ
ビ
ー
と
い
う
の 

は
外
で
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
風
習
で
あ
り
、
し
か
も
四
十
歳 

以
上
の
人
が
、
内
輪
に
や
る
程
度
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ 

る
。
沖
縄
で
普
通
ト
ゥ
シ
ビ
ー
と
い
う
の
は
、
後
者
の
ト
ゥ 

シ
ビ
ー
を
い
う
の
で
あ
る
。
後
者
の
ト
ゥ
シ
ビ
ー
の
場
合
に 

も
八
十
八
歳
の
ト
ゥ
シ
ビ
ー
以
外
は
正
月
中
に
や
る
こ
と 

は
、
前
記
の
マ
ド
ゥ
ト
シ
ビ
ー
と
同
じ
で
あ
る
。
和
歌
山
県 

串
本
町
の
ト
シ
ビ
が
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
判
然
と
し 

な
い
。 
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沖
縄
や
奄
美
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
ト
ゥ
シ
ビ
と
い
う
言 

葉
だ
が
、
普
通
「
年
日
」
の
漢
字
を
あ
て
て
い
る
が
、
こ
れ 

は
ト
シ
イ
ミ
（
年
忌
）
の
約
音
変
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か 

と
思
う
。(

源
武
雄｢

ト
シ
ビ
ー
祝
い
の
民
俗
に
つ
い
て｣｢

総 

合
日
本
民
俗
語
彙
」
井
之
口
章
次
） 

 

ト
ゥ
シ
ビ
ー
と
い
う
も
の
に
対
す
る
古
風
な
考
え
方
は
ど 

ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ト
シ
ビ
、
ト
シ
イ
ミ
は
漢
字
を
当 

て
る
と
年
忌
と
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
ト
シ
（
年
）
は
い
う 

ま
で
も
な
く
、
十
二
支(

子
・
丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・ 

未
・
巾
・
酉
・
戌
・
亥
）
の
中
に
該
当
す
る
そ
の
人
の
生
ま 

れ
た
年
の
こ
と
で
あ
る
。
辰
年
に
生
ま
れ
た
人
々
は
、
十
二 

年
に
一
回
め
ぐ
っ
て
く
る
辰
の
年
は
、
そ
の
人
々
の
生
ま
れ 

年
で
あ
る
。
イ
ミ
（
忌
）
と
い
う
日
本
の
古
語
の
持
つ
内
容 

は
、
身
を
浄
め
て
慎
む
と
か
、
嫌
い
避
け
る
か
を
内
容
と
す 

る
動
詞
「
イ
ム
」
の
名
詞
形
で
あ
る
。
こ
れ
を
分
り
や
す
く 

い
う
と
、
生
ま
れ
年
に
当
っ
た
人
々
は
、
そ
の
年
は
災
厄
に 

か
か
り
や
す
い
か
ら
、
そ
の
年
中
は
一
切
の
行
為
を
慎
み
神 

や
霊
力
の
保
護
に
た
よ
り
、
す
べ
て
を
控
目
に
行
動
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
古
代
人
の
考
え
方
を
表
現
し
た
古
語 

で
あ
る
。（
中
略
） 

      

歳
・
八
十
八
歳
の
喜
寿
・
米
寿
と
言
わ
れ
る
も
の
も
陰
陽
道 

の
原
理
か
ら
で
は
な
く
し
て
、
他
の
考
え
方
に
よ
っ
て
発
明 

さ
れ
た
年
祝
い
で
あ
ろ
う
。
通
俗
的
に
そ
れ
は
七
を
二
つ
重 

ね
る
と
喜
ぶ
と
言
う
字
、
八
を
二
つ
重
ね
る
と
米
（
よ
ね
） 

の
字
に
な
り
、
い
ず
れ
も
お
目
出
度
い
文
字
な
の
で
、
好
学 

者
の
発
明
に
な
る
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
も 

は
や
年
祝
い
に
当
る
年
を
厄
年
に
考
え
る
思
想
か
ら
は
逸
脱 

し
変
化
し
た
考
え
方
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
陰
陽
道
の
本
筋 

を
離
れ
た
年
祝
の
観
念
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
沖
縄
と
奄
美
大
島
に
民
間
伝
承
と
し
て
行
な 

わ
れ
て
い
る
ト
ゥ
シ
ビ
ー
は
、
本
土
の
と
は
異
な
り
、
十
ニ 

年
目
ご
と
に
来
る
自
己
の
生
ま
れ
た
年
を
ト
ゥ
シ
ビ
ー
と
よ 

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
陰
陽
道
の
十
二
支
思
想
を
純
粋
に
伝
承 

保
持
し
て
い
る
地
域
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

沖
縄
で
は
男
女
を
問
わ
ず
、
十
三
歳
・
二
十
五
歳
・
三
十 

七
歳
・
四
十
九
歳
・
六
十
一
歳
・
七
十
三
歳
・
八
十
五
歳
・ 

九
十
七
歳
を
厄
年
と
考
え
、
そ
の
当
り
年
に
は
神
の
保
護
に 

よ
っ
て
厄
年
を
切
り
ぬ
け
て
行
く
御
願
を
や
っ
た
。
御
願
と 

い
う
の
は
神
霊
へ
の
祈
願
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
そ 

の
当
年
を
「
立
て
」
と
い
い
翌
年
を
「
晴
れ
」
と
よ
ん
だ
。 

 

沖
縄
の
ト
ゥ
シ
ビ
ー
の
民
俗
を
調
べ
る
前
に
、
本
土
に
お 

け
る
厄
年
に
関
す
る
民
俗
を
一
応
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

本
土
で
は
「
男
子
の
二
十
五
歳
、
四
十
二
歳
、
六
十
一
歳
、 

女
子
の
十
九
歳
、
三
十
三
歳
、
三
十
七
歳
を
厄
難
の
あ
る
年 

と
し
て
忌
み
慎
む
の
は
、
陰
陽
家
の
説
に
よ
っ
て
民
間
に
も 

広
ま
っ
た
と
一
般
に
は
言
わ
れ
て
い
る
。
特
に
男
子
の
四
十 

二
歳
と
女
子
の
三
十
三
歳
は
一
生
中
の
大
厄
と
さ
れ
て
き 

た
。
こ
れ
に
は
前
厄
・
本
厄
・
後
厄
と
あ
る
か
ら
男
な
ら
ば 

四
十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
の
三
年
間
を
忌
む
こ
と
も
広
い 

通
念
と
な
っ
て
い
る
。 

 

民
間
伝
承
に
お
い
て
、
各
地
で
厄
年
と
い
わ
れ
る
年
令
は 

七
歳
、
十
三
歳
、
女
子
の
十
九
歳
、
男
子
の
二
十
五
歳
、
女 

子
の
三
十
七
歳
、
男
子
の
四
十
二
歳
・
六
十
一
歳
・
七
十
七 

歳
・
八
十
八
歳
な
ど
で
あ
る
。」（
柳
田
国
男
監
修
『
民
俗
学 

辞
典
』「
厄
年
」
の
項
参
照
）。 

 

七
歳
、
十
三
歳
、
女
子
の
十
九
歳
、
男
子
の
二
十
五
歳
、 

ま
で
は
厄
年
は
七
年
ま
わ
り
に
巡
っ
て
く
る
原
理
で
理
論
づ 

け
ら
れ
る
が
、
四
十
二
歳
以
後
は
そ
の
原
理
で
は
律
せ
ら
れ 

な
い
。
六
十
一
歳
は
本
卦
返
り
の
還
暦
に
当
る
か
ら
陰
陽
道 

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
厄
年
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
七
十
七 

      

 

「
立
て
」と
は
願
立
て
を
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
晴
れ
」 

 

と
は
厄
が
晴
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。（
中
略
） 

 
 

沖
縄
で
た
だ
八
十
五
歳
の
ト
ー
カ
チ
ュ
ー
エ
ー
と
称
す
る 

 

も
の
だ
け
は
例
外
で
あ
る
。こ
れ
は
室
町
時
代
の『
拾
芥
抄
』 

 

に
も
見
当
ら
ぬ
か
ら
、
あ
る
い
は
近
世
に
な
っ
て
発
生
し
た 

 

も
の
か
と
も
思
う
。
八
十
八
歳
を
年
祝
い
と
し
て
祝
う
と
こ 

 

ろ
は
、
九
州
鹿
児
島
に
も
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
か 

 

ら
、
あ
る
い
は
九
州
か
ら
南
島
へ
伝
わ
っ
た
年
祝
い
の
風
習 

 

か
も
知
れ
な
い
。
も
う
一
つ
ま
た
「
拾
芥
抄
」
に
も
見
当
ら 

 

ぬ
が
、
沖
縄
で
は
行
な
わ
れ
て
い
る
九
十
七
歳
の
祝
い
が
あ 

 

る
。
そ
れ
は
カ
ジ
マ
ヤ
ー
の
祝
い
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
二 

 

つ
は
「
拾
芥
抄
」
の
年
祝
い
の
項
に
見
え
な
い
の
で
、
近
世 

 

に
発
生
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
行
事 

 

内
容
が
き
わ
め
て
古
い
し
き
た
り
を
持
っ
て
い
る
所
か
ら
す 

 

る
と
、
非
常
に
古
い
年
祝
い
風
習
の
よ
う
な
気
も
す
る
。（
後 

 

略
） 

(二) 

八
十
八
歳
の
ト
ウ
カ
チ
祝
い 

 
 

（
前
略
）
八
十
八
歳
の
祝
い
を
卜
ー
カ
チ
と
い
い
、
御
祝 

 

い
に
来
た
人
々
に
竹
製
の
斗
搔
き
を
配
る
な
ど
し
て
賑
や
か 

 

な
祝
宴
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
祝
宴
に
先
だ
っ
て 
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前
祝
、
カ
タ
チ
ヌ
メ
ー
御
願
と
い
う
の
が
催
さ
れ
る
。
そ
れ 

は
御
祝
の
前
の
晩
の
真
夜
中
、
当
人
に
白
衣
を
き
せ
、
枕
元 

に
は
、
枕
飯
を
供
え
当
人
を
死
者
に
見
立
て
て
家
族
・
近
親 

が
当
人
の
周
囲
に
座
り
、
死
を
い
た
む
哀
惜
の
声
を
出
し
、 

そ
の
人
の
名
を
三
度
呼
ぶ
。
そ
れ
が
カ
タ
チ
ヌ
メ
ー
御
願
の 

し
き
た
り
で
あ
る
。こ
れ
は
間
違
い
な
く
模
疑
葬
式
で
あ
る
。 

な
ぜ
お
め
で
た
い
八
十
八
歳
の
長
寿
祝
の
前
晩
に
縁
起
の
悪 

い
模
疑
葬
式
を
す
る
の
か
大
き
な
謎
で
あ
る
。
こ
の
御
願
の 

趣
旨
は
人
間
の
寿
命
は
八
十
八
歳
が
最
大
限
で
、
も
う
あ
の 

世
に
行
か
れ
る
い
い
と
し
（
年
齢
）
に
な
り
ま
し
た
か
ら
御 

引
き
取
り
下
さ
い
。
そ
し
て
あ
の
世
で
子
供
や
孫
た
ち
の
繁 

栄
を
見
守
っ
て
下
さ
い
と
い
う
内
容
の
も
の
ら
し
い
。（
中 

略
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
旧
八
月
八
日
に
催
さ
れ
る
ト
ー
カ
チ
祝
い 

の
時
に
は
、
模
疑
葬
式
の
儀
式
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は 

確
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
府
県
の
年
祝
い
や
厄
祓
い
の
報
告 

な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
珍
ら
し
い
、
し
か
も
貴
重
な
民
俗
資 

料
で
あ
る
。 

 

な
お
、
八
十
八
歳
の
祝
い
を
卜
―
カ
チ
祝
い
と
言
う
民
俗 

は
、
鹿
児
島
の
各
地
に
も
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

      

く
子
孫
の
幸
を
祈
る
と
い
う
。
こ
の
報
告
で
名
護
で
も
九
十 

七
の
カ
ジ
マ
ヤ
ー
に
は
模
擬
葬
式
を
し
た
こ
と
が
確
認
で
き 

る
。
九
十
七
歳
の
正
月
の
年
日
に
は
、
風
廻
祝
い
（
か
じ
ま 

や
の
祝
い
）
を
す
る
。
風
廻
は
風
車
の
こ
と
で
あ
る
。
九
十 

七
歳
に
な
る
と
童
心
に
か
え
り
、
風
車
を
持
っ
て
遊
ぶ
と
い 

う
の
で
、
祝
い
に
風
車
を
飾
る
。 

 

三 

沖
永
良
部
の
年
の
祝
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ト
シ
ビ
ヌ
エ
ー
） 

(一) 

年
の
祝
い
の
種
類 

 
 

十
三
歳
の
祝
い  

（
ジ
ュ
ー
サ
ン
ヌ
エ
ー
） 

    

二
十
五
歳
の
祝
い 

（
ニ
ジ
ュ
ー
ゴ
ヌ
エ
ー
） 

 
 

三
十
七
歳
の
祝
い 

（
サ
ン
ジ
ュ
ー
シ
チ
ヌ
エ
ー
） 

 
 

四
十
九
歳
の
祝
い 

（
シ
ジ
ュ
ウ
ク
ー
ヌ
エ
ー
） 

 
 

還
歴
の
祝
い  

   (

ロ
ク
ジ
ュ
ウ
イ
チ
ヌ
エ
ー
） 

 
 

七
十
三
歳
の
祝
い 

（
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
サ
ン
ヌ
エ
ー
） 

 
 

八
十
五
歳
の
祝
い 

（
ハ
チ
ジ
ュ
ー
ゴ
ー
ヌ
エ
ー
） 

 
 

米
寿
の
祝
い 

   

（
八
十
八
ヌ
エ
ー
・
又
は
ガ
ン
ヌ
エ
ー
） 

 

だ
か
ら
十
二
年
ま
わ
り
の
干
支
の
生
年
を
厄
年
祝
す
る
陰
陽 

 

道
と
は
別
個
の
考
え
方
が
九
州
地
方
に
発
生
し
、
そ
れ
が
い 

 

つ
の
頃
に
か
、沖
縄
に
も
伝
来
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

但
し
鹿
児
島
で
は
男
の
八
十
八
歳
を
ト
カ
キ
祝
い
、
女
の
八 

 

十
八
歳
は
イ
ト
ヨ
イ
祝
い
と
言
う
由
で
あ
る
。（
文
化
庁
「
鹿 

 

児
島
の
民
俗
資
料
」）。 

(三) 

九
十
七
歳
の
カ
ジ
マ
ヤ
ー
祝
い 

 
 

九
十
七
歳
の
祝
い
を
沖
縄
で
は
カ
ジ
マ
ヤ
ー
の
祝
い
と
い 

 

う
。
こ
の
九
十
七
歳
の
カ
ジ
マ
ヤ
ー
祝
い
に
も
、
八
十
八
歳 

 

の
ト
ウ
カ
チ
祝
い
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
前
晩
に
摸
疑
葬
式 

 

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。 

 
 

「
沖
縄
の
民
俗
資
料
」
第
一
集
、
名
護
町
字
城
の
カ
ジ
マ 

 

ヤ
ー
の
祝
い
風
習
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い 

 

る
。「
カ
ジ
マ
ヤ
ー
」
祝
儀
で
は
、
行
列
を
組
ん
で
村
中
を 

 

ね
り
廻
り
、
な
な
橋
（
七
つ
の
橋
）
さ
も
な
け
れ
ば
、
な
な 

 

の
ア
ジ
マ
ー
（
七
ヶ
所
の
十
字
路
）
を
通
過
す
る
。
後
生
支 

 
度
と
い
う
の
で
、
葬
式
と
同
じ
く
、
路
傍
で
歓
迎
す
る
こ
と 

 
を
忌
み
嫌
う
風
習
は
今
も
残
っ
て
い
る
。今
は
す
た
れ
た
が
、 

 

旧
藩
時
代
に
は
、
死
人
と
同
じ
取
り
扱
い
を
受
け
て
、
枕
を 

 

西
に
、
枕
元
に
は
お
重
を
供
え
祈
願
は
当
人
の
祝
福
で
は
な 

       
 

九
十
七
歳
の
祝
い
（
ヒ
ャ
ク
ジ
ュ
ー
サ
ン
ヌ
エ
ー
） 

 

明
治
二
十
年
代
か
ら
そ
の
年
の
干
支

え

と

に
当
た
っ
て
い
る
ト
シ
ビ 

ヌ
エ
ー
は
一
月
三
日
と
沖
永
良
部
全
域
の
申
し
合
わ
せ
で
き
め
ら 

れ
た
も
の
ら
し
い
。 

 

(二) 

十
三
祝
い 

（
ジ
ュ
ー
サ
ン
ヌ
エ
ー
） 

 

特
に
女
子
の
十
三
祝
い
を
大
事
に
し
た
。
女
の
子
が
数
え
十
三 

歳
に
な
る
と
、
初
め
て
十
二
支
を
一
回
り
し
て
「
生
ま
れ
年
」
を 

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
年
の
旧
正
月
の
十
二
支
の
初
の
「
生 

ま
れ
日
」
に
当
た
る
日
を
迎
え
る
と
「
十
三
祝
い
」
を
す
る
な
ら 

わ
し
に
な
っ
て
い
る
。 

 

女
の
子
と
し
て
は
、
こ
れ
が
最
初
の
生
ま
れ
年
で
あ
る
と
と
も 

に
、
実
家
で
の
最
後
の
生
ま
れ
年
祝
い
で
も
あ
る
の
で
、
ま
な
娘 

に
対
す
る
親
心
か
ら
男
の
子
と
は
違
っ
て
祝
う
の
で
あ
ろ
う
。 

 

生
ま
れ
年
に
当
た
る
娘
の
た
め
に
は
必
ず
着
物
を
新
調
す
る
の 

が
習
慣
で
、
昔
は
母
の
手
織
り
で
、
縞し

ま

模
様
や
絣

か
す
り

な
ど
の
着
物 

を
作
っ
た
。
大
抵
は
生
ま
れ
日
の
晩
に
父
方
、
母
方
の
近
親
と
隣 

近
所
の
人
が
集
ま
っ
て
祝
っ
た
。近
親
の
人
は
テ
ィ
デ
ー
ム
ン（
お 

祝
い
の
品
）
と
し
て
布
類
や
お
金
な
ど
を
贈
っ
た
。
当
日
は
先
祖 

に
は
お
神
酒
を
供
え
、
当
人
の
息
災
を
お
祈
り
し
、
当
人
は
来
客 
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に
お
酒
を
つ
い
で
ま
わ
っ
た
。
ご
ち
そ
う
は
吸
い
物
・
刺
身
・
煮 

付
け
・
天
婦

て
ん
ぷ

羅ら

の
よ
う
な
献
立
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。 

 

「
十
三
祝
い
に
新
調
し
た
着
物
」
に
つ
い
て
日
置
ミ
ネ
氏
は
次 

の
よ
う
に
語
っ
た
。 

 

「
六
十
年
余
り
た
っ
て
も
脳
裡
に
深
く
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
着 

 

物
の
模
様
が
あ
る
。
そ
れ
は
十
三
の
年
の
祝
い
に
作
っ
て
も 

 

ら
っ
た
着
物
で
あ
る
。
そ
の
頃
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
好
景
気 

 

に
か
げ
り
が
出
た
大
正
九
年
で
あ
っ
た
。
農
作
業
で
忙
が
し
い 

 

母
は
手
作
り
の
着
物
が
作
れ
ず
、
六
円
も
す
る
高
価
な
も
の
を 

 

買
っ
た
の
で
あ
る
。
縦
縞
が
通
り
そ
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
や 

 

わ
ら
か
い
感
じ
の
絣
が
織
ら
れ
て
い
た
。
手
織
り
の
ご
つ
ご
つ 

 

し
た
着
物
よ
り
や
わ
ら
か
く
感
じ
が
よ
く
て
き
れ
い
だ
っ
た
。 

 

祝
宴
の
様
子
な
ど
全
然
覚
え
て
い
な
い
の
に
、
着
物
の
模
様
と 

 

値
段
を
覚
え
て
い
る
の
は
、
よ
っ
ぽ
ど
う
れ
し
か
っ
た
の
で
あ 

 

ろ
う
。」 

 

(三) 

二
十
五
歳
・
三
十
七
歳 

 

こ
の
二
つ
の
年
日
祝
い
は
内
輪
で
し
か
し
な
か
っ
た
が
、 

マ
ァ
ー
リ
ド
シ
イ
シ
ョ
ウ
ま
た
は
マ
ァ
ー
リ
ド
シ
チ
バ
ラ
（
年
日 

の
た
め
の
着
物
）
は
、
ほ
と
ん
ど
作
っ
た
が
、
子
だ
く
さ
ん
の
母 

       

一
月
三
日
の
年
の
祝
い
の
朝
早
く
サ
ン
グ
ン
（
三
献
）
を
行
っ 

た
。
三
献
は
親
・
子
・
孫
・
兄
弟
姉
妹
そ
の
他
の
近
親
が
集
ま
っ 

て
す
る
お
祝
い
の
宴
で
あ
る
。 

 

床
の
間
を
背
に
し
て
、
本
人
と
そ
の
ほ
か
に
娘
ま
た
は
孫
娘
が 

座
り
、
そ
の
前
に
三
重

み
か
さ
ね

と
銚
子
そ
れ
に
盛
り
塩
と
昆
布
と
を
戴
せ 

た
高
膳ぜ

ん

を
置
く
。
全
員
が
出
そ
ろ
う
と
茶
菓
が
出
る
。
雪
飯
一
切 

れ
と
丸
餅も

ち

一
個
で
あ
る
。 

 

献
立
は
、
お
祝
い
膳
に
二
つ
の
お
吸
い
物
と
刺
身
が
出
る
。
は 

し
口
に
そ
な
え
ら
れ
る
お
わ
ん
は
、
餅
二
切
れ
に
小
さ
な
結
び
昆 

布
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
お
祝
い
を
象
徴
し
て
い
る
も 

の
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
右
側
に
普
通
の
吸
い
物
、
向
こ
う
側 

に
刺
身
が
配
さ
れ
る
。
全
員
の
け
ん
し
ゅ
う
（
ナ
カ
）
が
す
む
と 

上
記
の
祝
膳
が
配
ら
れ
る
。
ま
ず
全
員
に
お
酒
が
つ
が
れ
、
餅
の 

吸
い
物
を
頂
き
次
に
刺
身
を
頂
く
。
も
う
一
度
お
酒
が
つ
が
れ
、 

豚
肉
ま
た
は
鶏
肉
入
り
の
普
通
の
吸
い
物
を
い
た
だ
く
。
次
の
祝 

膳
は
、
吸
い
物
だ
け
を
の
ぞ
い
て
、
午
後
か
ら
の
客
と
同
じ
献
立 

で
あ
る
。
そ
の
次
に
朝
食
が
出
て
、
三
献
の
行
事
は
終
了
す
る
。 

2 

一
般
祝
い 

 

午
後
か
ら
の
一
般
客
は
、
本
人
と
け
ん
し
ゅ
う
（
ナ
カ
）
を
し 

て
そ
の
長
寿
を
祝
い
、
か
た
わ
ら
の
娘
や
孫
娘
か
ら
祝
い
魚
（
ヒ 

親
な
ど
は
自
分
の
た
め
に
は
、手
の
ま
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。 

お
祝
い
は
正
月
初
め
の
そ
の
人
の
干
支
の
日
に
ご
く
内
輪
で
祝
う 

程
度
で
あ
っ
た
。 

(四) 

四
十
九
歳 

 

こ
の
年
日
は
男
女
と
も
厄
年
と
い
わ
れ
、
家
庭
に
よ
っ
て
は
ユ 

タ
を
使
っ
て
お
は
ら
い
を
し
て
お
願が

ん

を
た
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

（
身
体
の
弱
い
人
の
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。） 

(五) 

六
十
一
歳 

 

明
治
・
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
、
還
暦
祝
い
ま
で
長 

生
き
す
る
人
は
そ
う
多
く
は
い
な
か
っ
た
。
還
暦
祝
い
の
該
当
者 

を
持
つ
家
族
は
、
そ
れ
こ
そ
家
門
の
名
誉
と
考
え
て
、
自
家
用
の 

大
き
な
豚
を
つ
ぶ
し
て
、
お
客
様
を
お
招
き
し
盛
大
な
お
祝
い
を 

し
た
。
厄
ば
ら
い
と
健
康
の
祈
願
だ
っ
た
。
本
土
に
出
て
い
る
子 

供
た
ち
も
み
ん
な
郷
里
に
帰
っ
て
、
そ
の
還
暦
を
祝
っ
た
。 

(六) 

七
十
三
歳 

こ
の
年
日
祝
い
は
、
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

1 

サ
ン
グ
ン
（
三
献
）
…
還
暦
以
上
の
年
の
祝
い
に
行
う
。 

      

ム
ヌ
と
い
い
大
抵
は
ス
ル
メ
、
背
は
自
分
た
ち
で
取
っ
た
魚
類
、 

い
か
類
を
干
し
て
い
て
、
そ
れ
を
祝
い
魚
に
し
た
家
も
あ
っ
た
。） 

を
も
ら
っ
て
祝
宴
の
席
に
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

(七) 

八
十
五
歳 

 

八
十
五
歳
の
お
祝
い
の
で
き
る
長
寿
者
は
明
治
か
ら
昭
和
の
初 

期
に
か
け
て
は
町
内
で
も
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。こ
の
祝
い
に
は
、 

家
族
・
親
類
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
土
か
ら
も
、
子
供
た
ち
の 

家
族
連
れ
が
帰
っ
て
き
て
賑
や
か
な
祝
賀
宴
が
催
さ
れ
る
。
三
献 

は
子
・
孫
・
曽
孫
ま
で
も
加
わ
り
、
い
っ
そ
う
盛
大
に
な
る
。
床 

の
間
を
背
に
し
て
本
人
を
中
心
に
左
右
に
娘
や
孫
娘
が
着
飾
っ
て 

座
り
、
祝
杯
を
本
人
に
か
わ
っ
て
客
と
か
わ
し
、
祝
い
魚
も
娘
た 

ち
が
あ
げ
た
。
祝
わ
れ
る
長
寿
者
は
満
足
げ
に
笑
み
を
た
た
え
な 

が
ら
応
待
す
る
。
こ
の
祝
い
方
も
七
十
三
歳
の
祝
い
方
と
同
じ
で 

あ
る
。 

 

(八) 

七
十
七
歳
・
八
十
八
歳
に
つ
い
て 

 

十
二
年
ご
と
に
ま
わ
っ
て
来
る
干
支
に
な
い
人
生
の
お
祝
い
で 

あ
る
。
沖
永
良
部
で
は
、
七
十
七
歳
（
喜
寿
）
の
祝
い
は
な
い
が
、 

八
十
八
歳
の
米
寿
（
ガ
ン
ヌ
エ
ー
）
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。 
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沖
永
良
部
の
米
寿
（
ガ
ン
ヌ
エ
ー
）
と
沖
縄
の
ト
ウ
カ
チ
祝
い 

と
は
同
じ
で
、
沖
永
良
部
で
ガ
ン
ヌ
エ
ー
の
ガ
ン
は
死
人
を
納
め 

る
棺
（
ひ
つ
ぎ
）
の
こ
と
の
方
言
で
あ
り
ガ
ン
ヌ
エ
ー
と
い
う
の 

は
、
あ
の
世
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
年
齢
ま
で
も
長
生
き
し
て 

い
る
方
の
お
祝
い
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
沖 

永
良
部
の
ガ
ン
ヌ
エ
ー
は
、
人
間
最
高
の
お
祝
い
で
あ
り
、
沖
縄 

で
行
っ
て
い
た
墓
送
り
の
一
面
等
は
全
然
な
く
、
家
族
・
親
族
地 

域
の
人
々
す
べ
て
で
祝
福
し
、
あ
や
か
ろ
う
と
い
う
明
る
い
雰
囲 

気
が
、
み
ち
み
ち
て
い
る
。 

 

昭
和
前
期
以
前
米
寿
の
祝
い
を
す
る
人
は
極
め
て
少
な
く
、
毎 

年
全
島
で
一
人
か
二
人
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

招
待
客
が
多
い
の
で
表
庭
に
ハ
ン
ザ
シ
（
張
り
出
し
）
を
作
り 

天
幕
を
張
っ
て
座
敷
を
作
っ
た
。
お
客
様
は
入
れ
か
わ
り
立
ち
か 

わ
り
の
盛
況
、
米
寿
に
あ
や
か
る
た
め
に
は
、
必
ず
ご
は
ん
を
た 

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
し
き
た
り
で
、
屋
敷
の
せ
ま
い
家 

で
は
隣
家
の
庭
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
座
敷
を
作
り
ア
シ
ジ
ヌ
の
席 

に
あ
て
た
。
炊
事
係
・
接
待
係
は
親
類
・
近
所
縁
者
が
た
く
さ
ん 

集
ま
っ
て
大
変
に
ぎ
や
か
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

米
寿
の
と
き
に
こ
れ
ま
で
の
お
祝
い
と
違
う
の
は
、
白
い
ナ
マ 

シ
ャ
ー
ガ
（
生
糸
）
で
織
っ
た
縦
七
セ
ン
チ
横
五
セ
ン
チ
く
ら
い 

                          

（
現
在
の
名
刺
大
）
の
中
央
に
千
秋
萬
歳
、
右
側
に
実
施
の
年
月 

日
、
左
の
方
に
米
寿
者
の
氏
名
を
書
い
た
も
の
を
祝
い
魚
（
ヒ
ム 

ヌ
）
の
代
わ
り
に
招
待
客
は
い
た
だ
い
た
。 

 

祝
宴
の
献
立
は
八
十
五
歳
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
最
後
の 

お
祝
い
に
な
る
の
で
は
と
、
サ
ン
グ
ン
（
三
献
）
の
お
客
は
子
・ 

孫
・
曽
孫
・
近
親
で
、
お
祝
い
の
た
め
に
本
土
か
ら
わ
ざ
わ
ざ 

帰
っ
た
人
た
ち
も
多
か
っ
た
。 

 

(九) 

九
十
七
歳
（
百
十
三
）
の
祝
い 

 

こ
の
お
祝
い
を
す
る
人
は
、
全
島
で
数
年
間
に
一
人
あ
る
な
し 

で
、
お
祝
い
の
内
容
は
す
べ
て
八
十
八
歳
の
お
祝
い
と
同
じ
で
あ 

る
。 

 

沖
縄
で
九
十
七
才
の
祝
い
を
「
カ
ジ
マ
ヤ
ー
祝
い
」、
と
言
っ 

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
子
供 

に
か
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
子
供
の
と
き
の
十
三
と
は
意
味 

が
ち
が
う
の
で
、
長
寿
を
勝
ち
得
た
か
ら
と
の
意
味
で
百
を
か
ぶ 

し
て
「
百
十
三
の
祝
い
」
と
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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